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次号
特集

初めて画像をメインに取り上げた今回の特集，今
までにない誌面構成となりましたが，専門家の先
生方と共通言語をもつ，という目標はこれまでと
変わりありません。さて，多くの画像を目にして
いると，1つ 1 つが何やら地図のようにも見えて
きます。冒険家は何もない地図の上を，正確にい
うと，まだ踏破の可能性の見いだされていないラ
インを地形図の上に設定し，挑戦します。そこに
は特別な視力や嗅覚が備わっているのかもしれま
せんが，事前の調査で裏付けをとり，行動の多く
が，経験から積み上げた確からしさを伴ってはじ
めて，目標に挑んでいけるのだと思います。手順
をふみ，ミスを避け，リスクのある難所にエネル
ギーと集中力をつぎ込む，こういったコントロー
ルを行き届かせることは，多くのプロフェッショ
ナルに共通しているかもしれません。情報量の多
い画像から何をどう読み取っていくか，その醍醐
味をお伝えできる誌面になっていれば幸いです。
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2020年第3号（Vol.8 No.3）（9月発行）

 1． シミュレーション教育と手技との関係
［ミニコラム①］研修医の手技を現場でどのように評価するか?

 2． ホスピタリストにとっての安全な気道管理総論
 3． 麻酔科医不在時（院内に自分より上手な人がいない場合）に挿管困難に直面したら?
 4． 挿管も換気も困難な症例に直面したら?

 5． 中心静脈カテーテル総論
 6． エコー下穿刺法のピットフォール
 7． 内頸静脈と大腿静脈への留置方法
 8． 鎖骨下静脈（腋窩静脈）穿刺の達人になろう
 9． 意外と難しいPICC
 10． 緊急時ライン確保
 11． 末梢静脈路確保
 12． 胸腔穿刺（診断）
 13． 胸腔ドレナージ（治療）
 14． 腹腔穿刺（診断）
 15． 腹腔ドレナージ（治療）
 16． 失敗しない腰椎穿刺
 17． ホスピタリストが行う関節穿刺
 18． 困ったときの骨髄穿刺と骨髄生検
［ミニコラム②］僻地離島で役立った骨髄穿刺と骨髄生検
 19． 動脈穿刺と動脈ライン確保
［コラム①］皮膚生検
［コラム②］心囊ドレナージ
［コラム③］胃管留置
［コラム④］尿道カテーテル留置

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

総論

緊急気道管理

ライン確保

胸腔穿刺と
胸腔ドレナージ

腰椎穿刺
関節穿刺
骨髄穿刺と
骨髄生検
その他ホスピタ
リストに求めら
れ得る手技

ホスピタリストは入院患者の診療を総合的に担当するため，多くの手技を安
全かつ確実に施行することが求められます。日本の場合，都市部の病院で
は専門科で行うことが多い手技であっても，特に地方や僻地の総合病院で
特定の専門科医師が不在の場合，急を要する際にはホスピタリストが行わ
ざるを得ないことがあります。
今回は，なかには「骨髄穿刺・生検」のように異論も出るかもしれないコ

ンテンツもあえて含めました。僻地や離島の病院から，血液内科専門医のい
る病院に紹介搬送することは容易ではありません。しかしそこで医療を必要
とする方たちは間違いなく存在し，実際に医療が行われています。1人でも
立ち向かわなければならないホスピタリストが一定数いるものと考えます。
日本版ホスピタリストには，「そこで誰もやりたがらないこと」「必要だがで
きる人がいないこと」も隙間を埋めるように取り込む柔軟性・カメレオン性
が求められることがあります。本特集ではそこで必要となる手技について網
羅し，単なる手技の解説書ではなく，できるだけ文献検索を行い，エビデン
スを重視した，これまでに類をみないような「手技」特集を目指します。
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